
教育委員会・学校の教職員の皆様へ 
～学校における働き方改革の実現に向けて～ 

 
本年１月に中央教育審議会から，学校における働き方改革に関する答申を頂きました。 

 
今の教師の働き方の深刻な状況について，その厳しさを一番実感しておられるのは皆様だと思

います。“子供のため”を合い言葉に，志ある教師の皆様が，その使命感から様々な社会の要請に
献身的に応え，これまでの学校教育を支えてきましたが，長時間勤務の中で疲弊し，時に過労死
に至る痛ましい事態が生じている今，一刻も早く働き方を変えなくてはなりません。 
 
何より働き方改革は教育の質を向上させるために必要です。Society 5.0といったこれまでに

ない激動の時代を生き抜く力を，子供たちに身に付けさせるため，教師自らが生活の質を豊かに
して人間性や創造性を高め，効果的な教育活動を行うことが今回の働き方改革の目的です。これ
からも優秀な若者に教師を志してもらうためにも重要です。 
 
文部科学省は，本答申を踏まえ，教職員定数の改善等の一層の条件整備をはじめとして，提言

された施策に全力で取り組んでまいります。 
 
その上で，働き方改革の推進には，教育委員会・学校の皆様との連携のもと，これまで以上に

真剣に取り組むことが不可欠であるため，今回メッセージを出すことにしました。 
 
＜教育委員会の皆様＞ 
教育委員会は，教育活動の充実のため，学校が最大限力を発揮できるように支える組織です。 
このため，各担当部署がそれぞれ学校に対して指示しているようなものがあれば，全体として

学校業務を俯瞰して，スクラップ・アンド・ビルドを行っていくことが不可欠です。 
また，学校が子供と向き合う業務に集中するためには，家庭・地域の理解・協力を得ながら，

業務の役割分担・適正化を図ることが必要です。他方，学校から地域や家庭に対し，「これは学校
の仕事ではない」とは言いづらいものです。教育委員会が学校と関係機関，家庭や地域との連携
の起点・つなぎ役として前面に立って，学校運営協議会制度や地域学校協働本部等の体制整備も
含め，負担軽減につながる取組をお願いします。 
さらに，首長部局にも働きかけ，ICT 環境や人材確保等，必要な予算の確保に御尽力をお願い

します。 
 
＜学校の教職員の皆様＞ 
いつも子供たちのために御尽力いただいていることに感謝します。このたび，これまで学校や

教師が担ってきた代表的な14の業務を始め，学校や教師が担うべき業務の考え方を示しました。
教育委員会の支援を受けて，これを機に，学校業務の見直しをお願いします。 
勤務時間を意識した働き方も重要です。限られた時間の中で子供たちへの効果的な指導を行う

ため，メリハリをつけた時間の使い方が大切です。是非，実践的な取組をお願いします。 
校長等の管理職の皆様，組織マネジメントは管理職の重要な仕事です。これまで慣例的にやっ

てきた業務も今一度見直しをお願いします。優先順位をつけて，必要性の低い業務は思い切って
やめること，家庭・地域との適切な役割分担を進めるために学校運営協議会の場等で話し合い，
理解・協力を得ることも大事です。 
 
私たち，教育に携わる者の目的は一つ，すべては子供たちのためです。 
今，子供たちに真に必要な教育環境を確保するため，その在り方を見直す必要があります。 
未来を担うのは子供たちです。こうした子供たちのため，我々みんなで取り組みましょう。子

供たちへのより良い教育のための学校の働き方改革に御理解をいただき，是非御協力をお願いい
たします。 
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